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平成 25 年 2 月 14 日 
各  位 

東 京 都 品 川 区 東 品 川 2 - 2 - 4
天 王 洲 ﾌ ｧ ｰ ｽ ﾄ ﾀ ﾜ ｰ ５ 階

リ ア ル コ ム 株 式 会 社 
代 表 取 締 役 会 長  市 瀬  厚

（コード番号：3856 東証マザーズ）

問合せ先：コーポレートセンター 吉原美夏

（連絡先 03-6864-4001（代表））

 
子会社 WWB 株式会社の合弁会社設立に関するお知らせ 

 
当社の子会社であります WWB 株式会社(以下「WWB」という)は、平成 25 年 2 月 14 日開催の当社

臨時取締役会において、株式会社日伸 (本社:東京都品川区、代表取締役:山下健伸、以下「日伸」

という)と株式会社神宮館 (本社:東京都台東区、代表取締役:木村通子、以下「神宮館」という)

との間で、合弁会社の設立に関する株主間契約の締結に達し、合弁会社を設立することを決議い

たしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
     記 
 

1. 合弁会社設立の理由 
当社グループの中期業務計画の一部にメガソーラー事業がありますが、当社グループは

財務基盤強化並びに長期に渡る収益源確保のためメガソーラー事業を積極的に推進してお

ります。今回の合弁会社設立はメガソーラー事業推進のための第一歩であります。メガソ

ーラー事業は多大な資金が必要なためパートナーとともに推進をしていく方針です。WWB
の代表取締役である龍潤生氏と日伸の代表取締役である山下健伸氏とは旧知の仲であり、

昨年頃よりメガソーラー事業投資に関する相談があったことから、今回一緒に合弁会社を

設立することになりました。神宮館も新規事業に対する投資を模索していたところ、日伸

の紹介により設立に加わることになりました。 
WWB は、ソーラー事業として太陽光発電事業（メガソーラー）の開発、販売、運営に

関する事業を行っております。 
日伸は、主に資産開発運営しており、不動産所有、賃貸、売買で安定的な業績を挙げて

います。 
神宮館は、明治 41 年より創業し、長年の歴史と安定した経営基盤を持ち、老舗出版社と

しての信頼と実績から同社の発行する暦は毎年 120 万部を超えるベストセラーです。 
今後、お客様のニーズが多様化・複雑化する社会環境におきまして、WWB は太陽光発

電事業の経験を日伸と神宮館は資金力のお互いの強みを活かし、太陽光発電システムの開

発、運用を目的とした合弁会社を設立いたします。 
合弁会社では太陽光発電システムを開発し、毎年安定した電力を東京電力に供給し 20 年

間に亘り長期の売電をしていく予定です。WWB は、そのシステムの提供、並びに事業運
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営の管理を任されております。 
初期投資額の 300 百万円は、250 百万円の銀行融資及び WWB、日伸、神宮館からの出

資 9 百万円と 41 百万円の借入により資金調達をする予定です。WWB の持分割合より初期

投資の段階での投資金額は 15 百万円となる予定です。 
 
2. 合弁会社の概要 

(1) 商 号 常陽パワー株式会社 

(2) 本 店 所 在 地 千葉県木更津市 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 山下健伸 

(4) 事 業 内 容 太陽光再生可能エネルギーの開発、生産、売買、施設開発

及び運営業務、不動産賃貸業 
(5) 資 本 金 の 額 9 百万円 
(6) 設 立 年 月 日 平成 25 年 2 月 15 日(予定) 
(7) 事 業 年 度 の 末 日 1 月 31 日 
(8) 純 資 産 9 百万円 

(9) 総 資 産 9 百万円 
(10) 出 資 比 率 日伸 49% WWB30%  神宮館 21% 

   (注)資本金は設立予定の 2 月 15 日以降に払込まれる予定です。銀行借入並びに出

資者からの借入は 3 月中に入金予定となっております。 
 

3. 合弁相手先の概要 
(1) 商 号 株式会社日伸 株式会社神宮館 

(2) 本 店 所 在 地 東京都品川区大井 1-33-5 東京都台東区東上野 1-1-4 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 山下健伸 代表取締役 木村通子 

(4) 事 業 内 容 資産開発運営他 出版業他 
(5) 資 本 金 の 額 7 百万円 10 百万円 
(6) 設 立 年 月 日 平成 23 年 10 月 27 日 昭和 23 年 5 月 14 日 

(7) 事 業 年 度 の 末 日 7 月 31 日 3 月 31 日 
(8) 大 株 主 山下健伸 木村洋子 
(9) 純 資 産 13 百万円(平成 24 年 7 月末

現在) 
928百万円(平成 24年 3月末

現在) 
(10) 総 資 産 638百万円(平成24年7月末

現在) 
1,313 百万円(平成 24年 3月

末現在) 
(11) 上場会社と当該会社との関係等 

 資 本 関 係 該当事項はありません。 
 人 的 関 係 該当事項はありません。 
 取 引 関 係 該当事項はありません。 

 関 連 当 事 者 へ の 
該 当 状 況 

該当事項はありません。 



3 

   (注)日伸からの出資並びに貸付に関しては、代表取締役山下健伸氏の個人資金を

調達する予定です。 
 
4. 日程 

取締役会決議      平成 25 年 2 月 14 日 
合弁会社設立契約締結  平成 25 年 2 月 14 日(予定) 
合弁会社の設立     平成 25 年 2 月 15 日(予定) 
合弁会社の事業開始   平成 25 年 3 月 1 日(予定) 
 

5. 今後の見通し 
 本件合弁会社による平成 25 年 6 月期の当社連結業績に与える影響は、平成 24
年 8 月 23 日の「平成 24 年 6 月期 決算短信」で公表いたしました第 2 四半期連

結累計期間及び通期の連結業績予想に含まれており、現状修正事項はありません。 
合弁会社の売上規模は市場動向により変動する可能性もありますが、当初目標と

して年間売上高は 45 百万円を目指してまいります。現時点では、事業開始 4 年目

(平成 29 年 1 月期)以降の営業黒字化を見込んでおります。WWB では初期投資の

段階でのソーラー販売、毎年の管理収入並びに黒字化した後の配当収入を見込ん

でおります。 
なお、合弁会社は、当社の持分法適用関連会社とする予定です。 
 

以上 


